
福祉事業所において、法人の理念やノウハウ、ご利用者のニーズ
をバランス良く組み合わせた事業計画を策定し、実践・検証・改
善を地道に繰り返していくことが法人運営の要諦となります。 
 
株式会社インサイトでは、これまでの豊富な福祉事業所コンサル
ティングで培った知見に基づき、法人理念をベースとした地域福
祉の在り方、事業内容の検証・計画の明確化を図るプログラムを
用意しました。 
 
多様化するご利用者・ご家族のニーズや年々変化する業界環境に
対応しながら、法人内では理念浸透と人材育成を同時に行うこと
で、地域にとってより不可欠な事業所作りをお手伝いします。 

弊社の考える地域福祉経営の要諦 

地域福祉経営力強化講座 
理念・ノウハウ・ニーズに基づく地域共生の実現 

法人理念に基づく福祉事業所の運営力向上をお考えのみなさまへ 

キャリア形成 促進助成金 活用研修 

　　特徴1 法人理念の更なる浸透 　　特徴2 具体的なアウトプット 　　特徴３ 参加者同士の創発 

講座を通して、受講者が大切にしてい
る価値観や考え方を法人理念に照らし
合わせて整理し、理念の更なる浸透を
図ります。 
地域福祉の理想像を軸に置いた法人・
部門運営の手法を学びながら、法人理
念の具現化方法を習得します。 

講座で学ぶ知識・スキル・ツールは現
場でも展開できるようにカリキュラム
は設計されています。 
知識の習得だけを目的とせず、「実
践」に結びつくコンテンツを準備して
います。 

他法人や他部門の事業運営の工夫や改
善活動を共有することで、地域福祉強
化に向けた施策のヒントをシェアでき
ます。 
講座では、「競争」意識ではなく、
「共創」意識に基づいた自由闊達な意
見交換の場を設けています。 
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地域福祉経営を実現するにあたっては、
法人の存在意義である「理念：
would」、これまでのサービス提供に
よって蓄積された「できること：
could」、ご利用者やご家族からの要望
である「ニーズ：should」の3つが重
なり合った事業展開が必須と考えます。 
 
持続的な法人運営とサービス提供力の
向上を図る中では、これらのバランス
を定期的に点検することで、自法人の
理想像に近づくことが可能です。 

地域福祉経営のWCSモデル 



お問い合わせ：株式会社インサイト（担当：西田（にしだ））Tel：06-6449-5115 
e-mail：insight@insweb.jp 

講座内容（全７回） 

お問い合わせ 

民間企業に対するコンサルティング経験（経営戦略・マー
ケティング等）を活かし、現在は障害者雇用、障害福祉事
業所（授産）向けのコンサルティングや厚生労働省・財団
等の障害者に係る研究事業等を実施。 
東日本大震災後の被災地支援活動として、被災地の授産品
販売である「ミンナDEカオウヤ」、請負業務の営業代行で
ある「ミンナDEツクロウヤ」を運営。 

企画・運営 費用その他 

地域福祉経営力強化講座 
・開催：全７回 
・期間：半年間 
・費用：お一人　100,000円（税込） 

株式会社インサイト 

お客様の声 
受講者様から頂戴した「喜びの声」！　皆様ありがとうございます！！ 
ü 理念と事業全体の繋がりを法人内で共有できる考え方を得られた。（K.T.様：理事長） 
ü AIを通して自法人が向かうべき理想像を共有できた。担当事業所でも目的意識の統一に活用したい。 （S.N.様：施設長） 
ü 業務と数字の関係を確認する機会となった。ゴールを見据えた仕事のスタイルに取り組んでいきたい。（T.K.様：支援員） 
ü 自ら3カ年計画を作成することで、地域福祉ニーズの需給関係など、本来押さえておくべき情報の大切さに気付いた。（N.M.様：事務局
長） 
ü 改めて上位者から現場までの意識の持ち方をすり合わせることができた。同僚とも共有して法人内で横展開したい。（N.Y.様：主任） 

タイトル	 目的	 実施事項	 アウトプット	

#1 地域福祉経営の在り方①	
・福祉経営に必要な視点を学ぶ 
・福祉法人としての理想像を明らかにする

手法を学ぶ	

・福祉事業所経営の捉え方 
・法人AIの考え方	 ・法人全体シナリオAI 

#2 地域福祉経営の在り方②	
・法人理念や地域福祉ニーズを確認した上
で、今後の法人としての理想像をブラッ

シュアップする	

・法人理念の位置づけと解釈 
・前回AIの見直し	 ・修正法人全体シナリオAI 

#3 福祉事業シナリオの作成	
・法人理念や全体シナリオに基づき、事業
別シナリオに盛り込むべき事項を抽出する

方法を学ぶ	
・福祉WCSの考え方	 ・福祉WCS確認表 

・事業部門AI（叩き台）	

#4 福祉事業シナリオの計画化①	・事業シナリオに基づき、中短期計画に落とし込む手法を学ぶ	
・事業部門AIの考え方 
・事業部門3カ年計画の作成	

・事業部門AI（修正版） 
・事業部門3カ年計画（叩き台） 
・収益シミュレーション（叩き台）	

#5 福祉事業シナリオの計画化②	
・事業シナリオおよび事業部門での3カ年
計画を共有し、法人全体の理想像との整

合性を図る手法を学ぶ	
・法人理念と事業計画の整合性の確認	

・事業部門3カ年計画（修正版） 
・収益シミュレーション（修正版）	

#6 福祉事業計画の詳細化	
・「マイルストーン」「ガントチャート」の考え
方に基づき、中短期事業計画の初年度の

事業計画への落とし込みを学ぶ	

・マイルストーンの設定方法 
・ガントチャートの作成方法 

・役割分担の考え方	
・事業部門初年度計画	

#7 個別目標の設定	
・目標管理制度の手法に基づき、事業計画
の実現に向けた個別行動目標への落とし

込みを学ぶ	

・目標管理の考え方 
・個別キャリアの考え方	

・目標管理表 
・個別キャリア計画	


